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＜はじめに＞ 
 

 ダウン症候群をもつ人々の平均寿命は現在60歳を超えてい
ると言われている。最近は早期療育、教育、及び、社会環境
の変化などから高等部卒業まではある程度の方向性が整備
されているが、成人期以降になると様々な合併症などについ
ての対策も必要になることが想定される。現在、我が国の成
人ダウン症をもつ方が、どのような健康状態のもと生活されて
いるのかはよく分かっていない。そのことを確認することは、ダ
ウン症をもつ成人が今後注意すべきことを浮き彫りにする意
味でも重要と考え、このアンケートを行うことを企画した。 



＜対象と方法＞ 
 

対象；16歳以上（一部15歳を含む）のダウン症を持つ人 
 
方法；アンケート調査 
  縦断的調査；主な生活の場が自宅であり、近親者が回答 
       「時間的経過」の回答を含む 
  横断的調査；主な生活の場が自宅、施設、グループホーム 
               （ＧＨ）であり、後２者では指導員等が回答 
       「現在の状況」を回答 
同一人に対して２種類の調査用紙が配付された場合には自
宅を優先 
 
回答数  551 

 本研究は長崎大学医学部倫理委員会の承認を受けている 



＜結果＞ 
 

 ダウン症者の数 551名 

 

 性別；  男性 296名（53.7%）  女性 254名（46.1%）  未記載 1名 

 

 年齢別人数 

年齢 15~19 20~24 25~29 30~34 35~39 40~44 45~49 50~54 55~59 60~65 

人数 62 96 68 51 74 57 57 36 29 18 
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生活の場 
 

  自宅        269名 

  施設        235名 

  グループホーム   47名 
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県別 
 

 長崎県内  407名 

    県外  120名 

 不明       24名     

有病率 0.47  （16〜64歳、人口千対） 
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自宅と施設の比較 

（２７～４４歳） 

 自宅：89名 

 施設：97名 
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４．月経と不活発 
月 経 と 関 係 あ り 
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最高時との比較 
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日常生活困難 
 

  人数  13名（6.3%） 

  性別  男 7名 

       女 6名 

  生活の場  自宅  10名 

          施設   3名 
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日常生活困難２ 
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重 度 化 軽 度 化 不 変 不 明 

療育手帳 
 

  持っている  はい  532名（96.6%） 

           いいえ    2名（  0.4%） 

           不明   17名（  3.1%） 

 

  等級の変更  あり  237名（43.0%） 

            なし  201名（36.5%） 

            不明  113名（20.5%） 
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１．外観老化徴候 

% 

0 

1 0 

2 0 

3 0 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

8 0 

9 0 

1 0 0 
% 

眉毛・耳の長毛 

毛髪脱毛 

白髪 

歯の脱落 

背中が丸い 

白内障 

下眼瞼のくぼみ 

爪の縦溝 

皮膚の色素班 

皮膚弾力減少 



２．能力低下 
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３．合併症 

0 

1 0 

2 0 

3 0 

4 0 

5 0 

0 

1 0 

2 0 

3 0 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

15
-1

9
 

20
-2

4
 

25
-2

9
 

30
-3

4
 

35
-3

9
 

40
-4

4
 

45
-4

9
 

50
-5

4
 

55
-5

9
 

60
-6

5
 

心 臓 

甲 状 腺 

眼 科 

耳 鼻 科 

糖 尿 病 

痛 風 

神 経 ・ 精 神 

泌 尿 器 

消 化 器 

% 

% 
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手術歴 
 

  心疾患         58名 
     （内8名は心臓以外の手術も施行） 
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精神的特徴 
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４．全体的精神機能 
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１１．その他 
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症例 １ ２ ３ 

病名 アルツハイマー病 アルツハイマー病 認知症 

性別・年齢 男・不明 男・５７歳 女・６０歳 

生活の場 自宅 施設 施設 

現在の能力 移動 走る 介助で歩く 困難 

言語 スムーズに会話 困難 困難 

日常生活能力 時に援助 常に援助 困難 

最も良い状態 不明 不明 不明 

療育手帳の変化 A2→B A→A1 Ａ 

身体的特徴 ３例とも該当 白髪、歯の脱落、下眼瞼のくぼみ、爪の縦溝、 

皮膚色素沈着、皮膚弾力減少 

能力低下 ３例とも該当 運動、活動量 

２例が該当 視力、排尿回数、その他感覚 

認知症症例 

  

   



精神的特徴（症例２，３のみ） 
   

    日常生活援助；両者とも「常に必要」 
 

  他の項目の該当数（全３２項目中） 
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まとめ（１） 
 

１．属性  男女比；1.17:1 

             年齢分布；20歳代前半が最多 

     有病率（16~64歳）；全体 0.47、年齢と共に減少 

     平均寿命（余命）；57.8歳 

     生活の場；年齢と共に施設入所が増加し、30歳代後半で自宅より多くなる 

 

２．現在の能力 移動（運動）能力；40歳代まではかなり保持 

     言語機能；「スムーズに会話」は少ない    30歳代後半より困難が増加 

     日常生活能力；30歳代前半より援助の必要度が高くなる 

     生活の場別では、施設で困難者が多く、言語と日常生活能力は同じパターン 

     若い女性（10~20歳代）では活動性の低下が生理と関係（1/4） 

 

３．時間的経過 最も良い時期；10歳代後半が最も多いが、幼児～40歳代に分布 

           現在が最も良い人は約30% 

           最高時年齢と現在年齢とは約5年間の差 

     最高時からの年数；5~9年が最多 

     最高時との比較   不変 45%、低下 55% 

         不変は20歳代後半から急激に減少 

     日常生活困難 13名（6.3%） 

           10歳代後半から20歳代前半に困難となり、 

    特に言語と日常生活で困難となる 

           能力低下が急激（急激退行）は約半数（全体の2~3%） 



まとめ（２） 
 

４．身体的特徴 
   外観老化徴候 種々の老化徴候が20歳代後半から徐々に増加 

 

   能力低下 視力・運動機能・活動量の低下が多い 

       年齢と共に低下し、運動と活動量は並行 

 

   合併症 75%は何らかの合併症で受診中 

       受診科；眼科が最多 

                その他に心臓、耳鼻科、消化器、神経・精神が10%以上 

               神経・精神は年齢と共に徐々に増加 

                心疾患は先天性心疾患のフォローアップが大多数 

       要注意；白内障は年齢と共に直線的に増加し、60歳代では50% 

           難聴・中耳炎 

           痛風（高尿酸血症）、高脂血症、肝機能障害、便秘 

 

   手術歴；126名（22.9%） 



まとめ（３） 
 

５．精神機能 
 精神機能で多い特徴（20%以上） 

  日常的技能 

     日常生活で時に介助が必要 

             常に介助   

     家事遂行困難    

  記憶 

     同じ質問を繰り返す 

  一般的精神機能 

     注意集中困難     

     思考にまとまりなし  

  言語 

     説明に従うことが困難   

     会話続行困難        

     会話中に言葉が 

                見つからない  

  人格と行動 

     感情平板           

     感情変動           

     易怒性            

  抑鬱 

     内向的            

  妄想・瞻妄・不安 

     妄想的言動            
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年齢との関係 

 年齢と共に段階的に増加 

   日常的技能（日常生活で常に介助が必要） 

   一般的精神機能（注意集中） 

   言語機能（説明に従う、会話続行、会話中の言葉） 

 年齢と共に漸増 

   記憶（近時・遠隔記憶、家族・友人名） 

   知覚（視覚誤認） 

   抑鬱（不眠、情緒不安定） 

 40歳代より急増 

   人格（感情コントロール、無気力） 



ダウン症候群の認知症診断基準 
                      CAMDEX-DS（ケンブリッジ大学） 
 

意識障害がなく、6ヶ月以上続く知能、情動的人格、意欲、一般的行動の全体的退行が 

最終的に見られる。初期にはある種の機能はかなり維持されている。 

 

A. 日常的技能の退行；日常活動、家事遂行 

B. 記憶；近時・遠隔記憶、頻回学習事項、見当識 

C1. その他の認知能力；一般的精神機能、言語、対象理解、実行 

    （1種類以上） 

C2. 人格および一般的行動；人格、感情、無関心、社会適応、習慣粗雑化、自己管理、失禁 

    （2種類以上） 

D. 除外基準；意識混濁、瞻妄 

 

 診断基準：A+B+C1またはC2-D 

日常的技能の低下が10歳以上で始まったことが確認できる20名 

  診断基準に合致 3名 

          疑い 2名 



今後の課題 
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注 意 集 中 

思 考 の ま と ま り 

日常的技能 

言語機能 一般的精神機能 

  様々な刺激（言語、趣味など） 

  登録システム（経過追跡） 

  病態解明 
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